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A Study of Kit Brandon 

Ichio HARIMA YA 

(1996年11月29日受理)

Kit Brandon is the last novel by Sherwood Anderson， and it is based on the experience and 

observation in Virginia where he lived. 

Kit Brandon has three aspects to be examined. Firstly it is an educational novel describ-

ing the spiritual growth of Kit Brandon. We have to investigate how Kit， a girl of a poor 

white， finally came to realize the aim of her life， giving up her desires for money and出ings.

Secondly the vision of womanhood embodied in Kit should be noticed， because Kit 

embodies a masculinized woman， who has better technique in driving than men and doesn't 

want to bear a baby. The vision of womanhood stated in Perhaρs Women seems to have 

developed into this particular one. 

Thirdly we should be careful about the description of social situation and people under the 

prohibition law. The author intends to criticize the law by describing political corruption， 

unfairness and violence in the society， and sympathizes with the people distressed by the law. 

The historical events in the Civil War which took place especial1y in Virginia are told as the 

background of characters. The relationship between people and the Civil War is what the 

author really wants to tell， but those episodes make this novel di旺use.

By analyzing those three aspects it can be concluded that this novel could not surpass the 

former novels， though it was written with great enthusiasm. 

Kit Brandon はSherwoodAndersonの最後の

小説であり，彼が実際に実在の人物の裁判を傍聴し

たことからヒントを得て書かれたと言われている。

この作品には彼の晩年における生活環境の変化やそ

の当時彼が真剣に考えていた思い，長年書きたかっ

たテーマが込められている。彼は1925年に Virginia

州の Troutdaleに農場 (Ripshinfarm)を買いそこ

に家を建て， 1927年にはその地区の週刊紙の出版社

二社を買い取って編集・発行を始めた。その経営は

弟や息子たちが行うことになるが，彼が南部 Vir-

ginia州の地域社会の一員となり， poor whiteと呼

ばれる人々の実態に触れ，彼らとの接触を通してそ

の人間性を直接に感じ取ることができたことは彼の

晩年の文学に大きな影響を及ぽしたことは確かであ

る。そのことが後期の短編小説に生かされ，またこ

の小説の主人公KitBrandonの家庭環境や時代背

景となる南部社会の描写に反映されている。その後

1930年に彼は最後の妻となる EleanorCopenhaver 

に会い彼女からも多大な影響を受けた。その当時の

社会情勢は経済不況で労働運動が盛んで、あり，彼女

は熱心な組合運動の支持者であった。彼は彼女とと

もに工場や労働闘争の場を視察してまわり，工場労

働者の実態を知り彼らを支援する立場をとってい

る。これらの視察に基づいて1931年には Perhゆs

Womenを発表し，機械工業主義社会における女性

の強きについて述べ，機械文明の下で無力化した男

性ではなく女J性に期待できるとしている。そのよう

な女性優位の思想がKitBrandonの女性像の中に

反映されている。

1936年に発表された KitBrandonは女主人公の

名前であり，この小説の題名でもある。 Andersonが

小説の題名として主人公の名前を直接使うことはあ
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まりなく ，Sister CarrぜeやJennieGerhardtなど主

人公の名前をそのまま題名にした Dreiserの作品を

意識したと考えられる。この作品の最初の部分で，

Kitは工場労働者となって登場し図書館で Sister

Carrieを借り出す場面がある。 AndersonはVir-

ginia州の山岳地方の出身の名もない少女に，

Dreiserの Sister Carrieの主人公， Caroline 

Meeberのような地位を与えて作品の中で活躍させ

てみたいという意図を持っていたように思われる。

従って副題に APortraitとあるように，この作品の

中心人物は KitBrandonであり，彼女の人物像の形

成即ち彼女がどのような成長過程を経て最終的な意

識に到達したかという Kit像の形成について考察

することが重要である。その意味ではこの作品は教

養小説の種類に属すると考えられ，これが大きなテ

ーマの一つである。それと同様に作者の関心は20世

紀初頭から中葉に至る時代背景に向けられ，彼女を

取り巻く社会情勢や人物たちを描きたいという作者

の意図が強く感じられ，この点についても注意が必

要である。

Kitの周囲の人物たちは彼女の仕事の変化ととも

に変わるが，紡績工場の工員や安物雑貨店の庖員な

どの労働者階級の若者たちである。彼らを通して当

時の一般の若者たちの思想や行動が示きれる。また

彼女が酒類密造団の首領の息子と結婚してからは，

禁酒法の時代にその一団を形成している人物たちの

描写があり，彼らの家族的な背景や南北戦争や南部

の歴史が熱心に語られる場合がある。これらの点を

考察するとこの作品は単に Kitを中心にした教養

小説ではなく，南部社会と禁酒法という大きな枠組

の中での人々を描写することも大きな目的であった

ように思われる。小論ではまず kitBrandonという

人間像の形成の過程に注意し，女性像としての Kit

の特殊性に着目する。次にここで述べられている南

部社会と禁酒法との関係を考察し，この作品の意義

を結論づけたい。

2 

最初に KitBrandonが置かれている社会環境と，

それに伴って彼女がたどる精神的な成長の過程を検

討することによって， Kitという人間像がどのよう

に形成されているかを考察していきたい。 20世紀初

頭の数十年におけるアメリカ南部には綿紡績産業が

安価な労働力を求めて進出し，農業で十分な生産を

上げられない山岳地方の貧乏白人を多数雇用した。
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特に女性の労働者が多く，年長の子供たちでさえ労

働力として考えられていた。工場衝の近くには工員

の住宅があり，狭い部屋に多数詰め込まれる場合も

稀ではなかったようである。それがKitが最初に置

かれた環境であった。

Kitの父は農業では暮らせず馬商人であり，定期

的な職業を持たない貧乏白人といえる。彼らは決ま

った仕事がないために，酒類密造の仕事に対して倫

理的な抵抗がなく自然に行うことができた。このよ

うな貧しい家庭に育った Kitは服や靴などの身に

つけるものには特に敏感である。作者は Kitの物質

に対する欲望の芽がこの時代からあることを暗示し

ている。作者は Kitに彼女の家庭について語らせな

がら，当時の南部社会で見られた階級差についても

言及している。友達の SarahがKitと大邸宅の前を

通りながら生まれつきの不公平きを嘆く場合があ

る。 1また居住地域の相違による階級差も指摘する。

工場労働者は工場の近くの住宅に住み，一般の町の

人とは区別きれていた。高台の道路沿いの土地には

工場主やその株主，弁護士や医者などの上流階級の

人たちが生垣に固まれた大邸宅に住んでいた。 Kit

を含む 4人の仲間の一人は，その大邸宅の一つで行

われているダンスパーテイの会場の窓に煉瓦を投げ

込み逃げるのである。 Kitたちにとってはこのよう

な世界は手の届かない夢の世界であり，その行為は

嫉妬を含んだ反感を示すと同時に彼らの富に対する

憧れを表している。

Kitが交際する仲間として Frank，Agnes， Sarah 

がおりそれぞれがその時代の労働者階級の若者の生

き方を表している。 FrankはKitの友達であり優れ

た思想の持ち主で， Kitの最初の思想上の指導者の

役割を果たしているが，身体が虚弱で健康を害し若

死する。 Agnesは組合運動の闘士でありストライキ

の指導者である。一方， Sarahは若きを武器に金持

ちの男たちの聞を渡り歩き金を稼ぐ大胆な娘であ

る。 Agnesが主張する点は，工場では労働者は機械

の一部として考えられているが，一個の人格を持っ

た人聞として扱われるべきであるということであ

る。また上流階級と労働者階級の貧富の差のない社

会の実現を理想、としている。作者は Agnesの主張の

中に，当時の労働運動の指導者の思想を包含きせて

紹介しているように思われる。 Kitはこの Agnesの

考えに対して，“・・・You've your dream_ I've got 

another_"2と言い労働運動への無関心きを表明して

いるが，一個の人格を持った人間の尊厳は Agnesに

より教えられたものであった。
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KitはAgnesよりは Sarahに大きく影響される。

Sarahは女工としてのほぼ定められた将来の生活

(結婚・出産 ・労働)とは別の生き方即ち金に不向

由しない繁沢な生活をしたいと考えている。その目

的のためには彼女の若さと美しさを奔放に使って何

の罪悪感も感じない。彼女の人生観の根底にあるの

は富や物質への憧れである。このような Sarahの生

き万に対して， Kitは雑貨底の唐只としての現在の

生活から逃れることのできる自l上!な開放感を感じ，

冒険心を刺激されAgnesよりも Sarahのように生

きょうと決心する。

Kitの物質的な豊かさへの惰れは Sarahと同様

に強い。ホテルでの快適な生活，美しい服装，高性

能の111などに対する物質的な欲噌は倫理観や人間と

しての個人の価値を超えるほど大きいのである。彼

女が酒類密造団の首領の息子Gordonとの結婚を決

意するのは.愛情の有無ではなくて物質的な欲望を

満たすことが可能であったからである。

There was the templation. It was evident there 

would be plenty of money， what seemed to her 

fairly oceans of money.3 

“Do you not love me， Kit?" 

“Well， 1 don't know. 1 can'l tell you yet." 

There was one thing certain. She loved his 

car.4 

このように南部の貧乏白人の娘である Kitは最

初は也かさへの憧れから物欲にとらわれ物質文句jに

毒される人間として捕かれている。彼女は当分のIllJ

は一見豊かです信やかな生活を享受するように見える

が，梢神的には空虚なままである。Gordonとの結婚

生活が満足すべきものではなく，彼の家族とも意志

の疎通を欠いているからである。精進酒問の中でも，

有能な運転手ではあるが孤立していて常に孤独感に

悩むのである。ここに作者の物質主義に対する批判

的な態度や現代社会における孤独の問題への関心を

読みとることができる。Kitは生活の空虚さを忘れ

るために危険を伴う密造酒輸送の仕事に集中し， 一

時的に其笑の生活を生きているように感ずる。この

段階では彼女には罪悪感はなく，空虚な生活を打破

するための白険心のみで行動しているのである。し

かし密造団に内部抗争が発生し殺人事件に発展した

時，彼女は初めて密造団を悪として認識する。

警宵に追われた KitはJoel IIanafordに助けら

れる。彼は戦争での怪我による附害者である。彼女

は彼が孤独の壁を破ってくれると期待するが，障害

のために彼らは愛を成就することができない。

HanafordはKitの最終的な指導者の役割jを果た

す。彼は障干存者であるにもかかわらず毅然とした態

度をとり，彼女に人間としての噂厳を教える。彼に

より彼女は密造聞の運搬者としての冒険や物質主義

の無意味さをtJ党するのである。彼女が強〈必要と

感ずるのは人との交わりである。彼女は逃走中に牒

業を営む若い夫婦が住む近くに身をひそめ彼らの生

活を見守る場面がある。彼女と同じ位の年齢の若い

夫婦がそれぞれの役割を果たして確実に生活してい

る姿を見て，“Whatdid 1 want? What have 1 

always wanted?刊と自問する。彼女は将来の生き

方の万向が示されたように感ずる。彼女は物質主義

を捨て精神的な充実を求め，孤独の壁を打ち破る人

間関係を築くことを目棋にすることを決意する。

She would get into some sort of work that did 

not so separated from others. There might be 

some one other puzzled and batfled young one 

wilh whom she could make a real partnership 

in living.6 

3 

2において Kitの置かれた環境をたどり，その環

境や周聞の人物にいかに影響され精神的な成長をと

げてきたかを検討してきた。注意すべきことはこの

ー述の過程はこれまでのいくつかの作品で凡られた

主人公の場合と同じ図式であり，この作品では主人

公が女性であるという点だけか相違点である。その

ために Kitという女性保は，これまでの場合と比慌

して特殊なものになっているかどうかに着目しなが

ら，以前の作品に見られた女性伐と比較し検討を加

えたい。

初期の作品に見られる女性像は教師としての即ち

教える女としての女性像である。Winesburg，Ohio 

の ηle Teacherにおける Kate SwiftとGeorge

Willardや WindyMcPherson 's Sonにおける Sam

とMaryUnderwood， Poor Whiteにおける Hugh

McVeyとSarahShepardの関係にそれを見るこ

とができる。彼女らはいずれも初期の段階て噴い、

家庭環境にある主人公の天分を見つけだし，彼らに

しつけや規律を教え込み激励する役割を栄たす。主

人公が結婚すると，その精神的支柱の役抑jは彼らの

妻が来たすことになる。SamとSusanRainy， Hugh 

McVeyとClaraButterworthの関係においてそれ

秋111高等研究紀要第32-1)-
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が顕著に見られる。 Samは放浪の米，引き取った 3

人の忠、子とともに帰還し Susanに強い母性を期待

する。 Claraは Hughを発明者としてではなく子供

として考え母性的な愛を与える。Samや Hughはい

ずれも機械主義文明に疲労し疎外感を感じている男

たちである。 Susanや Claraは受動的に描かれ主人

公を先導する積極性には乏しいものの，彼らの精神

的な苦悩を回復させる盟かな母性を持つ女性として

描かれている。これまでの女性像は男性に知識や母

件.を与える存在であったと言える。

次に DarkLoughlerにおける FredとAlineの

J品令を考案すると，与える女性からn己の意志によ

り行動する女性に変佑しているように思われる。

Fredは会社の経営に熱中し妻に気を使う余裕がな

く，安の不満を解消することができない。Alineは夫

への愛情を捨てきれずにいるが，思い悩みながらも

j此終的には明確なな，ぷを持ち行動する。彼女が最後

に嵯mtiBruceと行動を共にし夫と別れる場面で，彼

kの強い意志が次のように表明されている。

To go living with Fred would be a lie. Not to 

go with her lover would be a lie.7 

AJineとBruceがよ・った後Fredは次のように回却

する。

Aline had been like a mother to him. When he 

was discouraged or upset she was someone to 

talk to. Lately she had been more and more 

like a mother. Could a mother so desert a 

child ?8 

Fredが期待しているのは彼を無条件で受け入札彼

の者悩を癒してくれる強い母性である。しかし

AlineはSusanや Claraのようにー}j的に母性を

与え統ける役割を折て，向己のイ.-iずる泣を選択し

Bruceとの新生活に踏み出す勇気を持つのである。

Dark Laughterを境にして，Andersonの描〈女

性像は，次第に Kitの表す夫に頼らずn立心に富み

子供を生まない，いわば男性的なものに接近してい

ったように思われる。 1932年に出版された Beyond
Desire においては，女主人公EthelLongは真に情

熱を感ずる若者 RedOliver より 45J.~誌の中年の弁護

士を選択する。また Blancheは32歳であるがEthel

の年老いた父と結婚し経済的に安定した生活を選

ぶ。彼女らはともに夫に期待するのは金銭的な監か

さであり，それと引き替えに愛'附を恰て，孤独感に

悩み精神的な不満を持つ女性たちである。彼らは母

平成9年 2月

性を捨てた女性といえる。

Anderson は1931年に出版された Perhaρs

H初nenにおいて，男性はその指導的な立場を女性

に譲るべきであるという論を展開したJそれによ

れば現代の機械工業社会において，児性は機械が彼

らのイtわりにイ土司EをするようになったためにそのブJ

を失ったというのである。女性がなぜ機械に影響さ

れることが少ないかについては次のように述べてい

る。

It may， if she becomes a machine operator， tire 

her physically but it cannot paralyze or make 

impotent her spirit. She remains， as she will 

remain， a being with a hidden inner life. The 

machine can never bring children into出e

worJd.IO 

Andersonは女性の1'1'，産能力を話相し，機械は女性

の舟となる能力を拙なうこ とはできないと考えた。

この思想は女性を神純化し過ぎているという点で問

題があるとしても，彼は男性が困難な状況にありそ

れを救うのは女性だと考えていたのである。このよ

うに1931-32年のH初切においては，彼には母性を備え

ljJ性を救済できるk性と，母性を失いその待わりに

自立心を持ち見性に持わる力を持つk性というこ純

類の女性像が存在していたように思われる。

次にこの点から1936年に出版された [(it Bral1・

donの場合を4・策していきたい。 Kitにとって Gor-

c10nは夫でありながら枇初から無.視される存在であ

る。 Kitは完全に Gordonを支配し.JiiJ述の Ethelや

Blancheの場合と問機に，愛情はないが経済的な盟

かさを求めて結婚し夫には関心がないk性の中に含

まれる。注意すべきは Kitは夫の父 Tomに孫を生

むように要請されるが，それに答える梢もりは全く

なし彼女もまた下供を生まない母性を捨てた女で

あるということである。逆に彼kは悩れた運転技術

を生かした密造酒運搬車を先導する運転手の仕事を

選ぶのである。これは男性と同等以上の能力を与え

られていることであり，これまでの作品の女性像と

金〈違う面であると言える。作者は Kitを一連の変

化する女性像の中に位置づけながら，さらに男性的

な能力を賦与し彼kに男性化したイメージを与えて

いるように思われる。

彼女に男性と同じような力を与えたのは，高性能

の自動車という現代の機械力であり彼女本来の力で

はない。 AndersonはPerhapsWomanにおいて自

動車について次のように述べている。
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…the ownership of any sort of an automobile 

will give him all he is asking， this fake feeling 

of power.ll 

即ち人は自動車の与える力を手に入れても，それは

金で買った代替的な力であり真の精神的な力に裏打

ちされていないので，すぐに失われる偽りの力であ

るというのである。 Kitは密造酒製造団の男たちの

荒々しい暴力の世界に巻き込まれ，真の家族も友達

もいない孤立した存在である。彼女は一団の中にあ

って活動する時も休む時も常に車の中やホテルの部

屋の中にいて，いわば孤独の壁に取り固まれている

のである。彼女は母性を失う替わりに男性と同じ能

力を得たが，男性と同じように孤独感や疎外感に悩

まされ，機械文明に毒きれない真の精神的な力を持

たないのである。

Andersonの描いている女性像を初期から Kitに

至るまで考察してきたが，Perhaρs Women以降に

大きな変化が見られた。 Kitの表す女性像は男性と

同等の働きをし自立した女性という点で，実際のモ

デルを生かした特色のある女'性像だったといえる。

しかし作り上げられた女性像は，初期の作品の男性

主人公と同様に孤独感や疎外感に苦悩するものであ

った。最終的には Kitもまた彼らと同じように，人

聞の連帯の必要性を認識し，将来，人との交わりが

でき社会にとって有意義な仕事をすることを決意し

物語が終わるのである。この結論は Andersonの最

初の作品，WinめIMcPherson's Sonの主人公， Sam 

のたどり着いた最終的な目標と大差なく， Anderson 

はこの点においては初期から何の進展も見られなか

ったといえる。

4 

次に Kitを取り囲む社会的背景について検討し

たい。大きな社会的な背景としては，まず Virginia

州という南部社会があるが，異常な社会状況が生じ

ているのは禁酒法のためであり，禁酒法がこの物語

を支配する重要な要素となっている。 Kitが活躍す

るのは違法業者の一団においてであり，その異常な

社会状況に身を置いている。作者の意図は Kitにつ

いて述べるばかりでなく，南部社会における禁酒法

下の社会状況や人々を描写し，作者自身の意見を反

映させることにもあったように思われる。

作者の関心は Virginia州の山岳地方に住む人々

に向けられ，彼らの状況について非常に同情的に描

写している。酒の密造は，肥沃な土地がなく貧しい

生活をしている彼らにとって重要な収入源であると

述べている。特に禁酒法下の社会でトは密造酒の需要

がますます高まる傾向にあった。

It was no wonder血atthe money crop of the 

hills， moonliquor， had， under prohibition， got so 

important.12 

豊かな金持は他のルートから多量に酒を買い入れ自

宅に貯蔵するが，貧しい労働者や農民はこのような

密造酒に頼る以外に方法はない。不合理な法の下で

の不平等性が強調されている。また AlCaponeの有

名な言葉が提示され，製造する側の主張が紹介され

る。

“Well， they wanted it. 1 only gave them what 

they wanted."13 

この言葉についての作者の解説によれば，密造業者

は小説家や映画製作者，資本家，新開発行者がそれ

ぞれの作品や製品を提供するのと同様に，それを求

める人々に酒を提供しただけなのである。

作者の密造業者についての意見は TomHalsey 

の場合で示されているように思われる。 Tomは

Virginia 州のLlJ岳地方の出身であり，偉大な実業家

を目指して酒の密造を始める。やがて金銭的な欲望

に駆られ，零細な業者を吸収して大工場を建てる方

法をとる。しかし違法で、あるために，取締り当局と

の摩擦や内部抗争が生じ，殺人事件に発展する。

Tom自身は息子の Gordonに誤って撃たれ死亡す

るのである。 Tomは金銭的な欲望に捕らわれ，一団

の首領の地位という権力を守るために殺人を部下に

命じ，自らは息子に撃たれて崩壊していく哀れな人

物として描かれている。

Virginia州の山岳地方の人々が収入源として密

造の仕事をすることには，違法な行為に対する罪悪

感はなく，作者はこの点については同情的であるよ

うに思われる。しかし TomHalseyのような人物に

対しては，その最後が暗示しているように否定的で

あるといえる。その意味ではここに明確な倫理観が

示されているといえる。禁酒法は酒のない健全な社

会を目指した法律であるが，その目的とは反対に悪

や暴力が支配する社会を生み出した。 Tomのよう

な純朴な普通の南部人が普通の家庭を築くこともで

きず，金銭欲のために滅亡しなければならないので

ある。特に最後に息子に射殺きれる点に，作者の異

常な社会に対する批判が感じられるのである。
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作者の関心が禁酒法下の異常な社会の描写にあっ

たことは明らかであるが，それ以外に最大の歴史的

な事件のーっといえる南北戦争にも関心があり，特

に作者が住む Virginia州に関係する南軍側の歴史

的な事実についての言及が見られる。作者はその関

心を密造業者の一団に参加している人物である Al-

fredという若者の家族的な背景に含めているよう

に思われる。 AlfredはVirginiaリ'1'1(7)開拓時代から

の旧家の出身で，父方の祖父は南軍の騎兵隊の指揮

官であった Mosbyの隊で戦った勇士の一人であ

る。また母方の祖父は南軍の Lee将軍の下で、戦った

兵士である。このような Alfredの家族的な背景の

説明に関連づけて，彼がKitに語るという形式で南

北戦争における祖父の活躍や様々な事件が語られ

る。その部分はいわば本筋から逸れた付随的なエピ

ソードの部分であるが，その機会を利用して南北戦

争を語りたいという作者の意図が感じられる。

このような家系の下に生まれた Alfredは冒険と

刺激を求めて密造業者の一団に加わる。彼は祖父が

南軍で働いたという誇りを持ち，祖父と同様に勇敢

に戦いたいと希望している。彼にとって取締り当局

との戦いは，祖父にとっての南北戦争と同じ意義を

持ち，首領の TomHalseyはMosbyと同じ地位に

いる。しかし皮肉なことに彼の勇気は Tomに悪用

されて，内部抗争を解決するための殺し屋として利

用され殺人を犯し当局に追われる身となる。禁酒法

下の社会で南軍の勇敢な兵士のように取締り当局と

戦うという考えは，単なるロマンチックな夢である

ことを示している。作者は彼のような純真な大学生

でさえ殺人を犯してしまう異常な社会を批判的に描

写している。

5 

Andersonが描いた Kit像は， PerhゆsWomen に

見られた女性観を反映した新しい女性像であった O

Kitが部分的に男性に匹敵する能力を備えた結果，

女性としての特色が失われその女性像は男性化した

ものになった。この点では PerhゆsWomenでの女

性観をさらに押し進めたものになったといえる。し

かしその結果として Kitは多くの男性の主人公と

同じように孤独感，疎外感に悩むことになる。ここ

で主張きれているのは苦況における人間に対する同

情であり，人間同士の連帯である。即ち有意義な人

間関係の必要性であるといえる。女性が十全な働き

をするためには結局は男性の協力が必要で，女性は

平成 9年 2月

単独で、は男性に替わることができないことを暗示し

ている。さらに Kitが最後に Hanafordの元を去る

点にも注意するべきである。彼女は彼とは精神的に

は共通点を見いだせるが，彼は戦争による怪我で結

婚できない体であるからである。彼女は以前に若い

農業の夫婦の生活ばかりでなく，妊娠している妻の

姿にも強い印象を受けている。この場面で作者は母

性を備えた女性を登場きせ， Kitに将来のあるべき

姿を示しているのである。即ち作者は Perhaρs

防匂menにおける考えを押し進め男性に替わりうる

女性を描いたが，ここで再び母性を備えた，男性を

救済できる女性を理想像としているのである。

Kitは貧しい家庭に育ち，より良い生活を求めて

物欲にとらわれ，孤独感に悩むなどの点で， Dreiser 

のCarrieと類似点を持つ。 KitがCarrieと同じよ

うに特に初期において明確な個性がなく，環境に流

されていく型の人間である点でも類似している。し

かしその最後の到達点においては相違が見られるよ

うに思われる。 Kitは最後の逃亡の途中で，貧乏なが

ら充実した農業の若夫婦の生活を垣間見て，物質主

義の無意味さと精神的に充実した生活の重要きを認

識するのである。 Carrieは自分で積極的に運命を切

り開くよりは運命にまかせる型であるのに対し，

Kitはともかく彼女の信ずる方向に一歩を踏み出そ

うと決意しているのである。 Kitが最終的に目標に

到達する過程は個性の確立の過程といえる。彼女は

多くの人に助けられながら，個性を確立し自己の道

を歩もうとしているのである。

この作品におけるもう一つの要素である禁酒法に

ついて考察すると，禁酒法の支配する社会とその下

での人々の描写は緊張感とサスペンスを与え，この

作品がKitの成長過程をたどる単調な物語になる

のを救っている。また禁酒法の社会の描写において

はその不平等性，無秩序な社会情勢，犯罪者が富を

蓄える矛盾などが述べられ，その当時の社会の実態

が明らかにされると共に作者の意見がその背後に感

得きれ，読者に共感を与える。登場人物については，

作者の住む Virginia州の山岳地方と関連のある人

物が多く描かれているが，いずれも同情的に描かれ

ている。例えばTom，Gordon， Alfredなどはこの異

常な社会の潮流に押し流きれ破れる人間であるが，

作者はこれらの敗者たちを決して批判的に描写して

いないのである。その点に作者のこの地方と人々に

対する深い愛着が感じられる。

Andersonはこの作品の執筆中に，彼の作品の出

版者であり友人であった MaxwellPerkinsに次の
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ような手紙を書いている。

1 do not know whether or not 1 wrote you very 

definitely about my ambitions as regards this 

novel， but probably 1 have. 1 have thought， Max， 

that one of the things that has betrayed me as a 

novelist is the inclination to， surrender too much 

to passing moods， a fact that has perhaps made 

my novels in the past too di妊used. 1 want to 

avoid this in this novel， and 1 want you to help 

me.14 (下線筆者)

文中の下糠の thisnovelはKitBrandonの意味で

ある。この手紙は出版者に当てたものであり，多少

の宣伝の意味での誇張が含まれるとしても， Ander-

sonのこの作品に対する意気込みが感じとれる。彼

は長編小説家として失敗してきた理由の一つは，そ

の場の雰囲気に流きれて文章が散漫になる傾向があ

ることだと自らを戒めている。その点からこの作品

を見直すと，特に人物の背景を語る部分でエピソー

ドが多くまとまりという点では問題があり改善され

ていないように思われる。また Kit，話し手，作者と

いう三者の視点が明瞭で、はなくこの点でも技巧的な

問題が指摘できる。しかし我々は現代社会における

女性の役割や，物質主義と孤独の問題，法の規制と

人聞の問題など，現代社会に通ずる問題を訴えてい

る点でこの作者の深い洞察と現代性を認めなければ

ならない。
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